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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	藤原　奈見

	大 会 名
	Asian　Championship　2013

	開 催 地
	Hayama , Japan

	大 会 期 間
	2013/8/22～30


	開催地域の様子
	残暑が厳しい日が多く、暑さをしのぐのが大変でしたが、雨が降ると一転して肌寒い日もありました。

	宿泊場所
	選手と同じ宿舎（リビエラリゾート・逗子マリーナ）に宿泊できました。葉山新港から車で15分ほどの宿舎には、チームに必要なものを運んだり、買い出しを主な目的として車を持ち込みましたが、ハーバーと宿舎間の臨時の移動手段やサポーター・役員の移動のためにも必要不可欠でした。宿舎には自動販売機がありましたが、チームが大所帯ということもあり、早期到着時の飲料やその他必要な食べ物を確保するためには、買い出しの店舗が宿舎にもハーバーにも徒歩圏内に無いことを考えると、臨機応変に対応するために車があってよかったと思います。

	大会のサポーターへの対応は
	大変お忙しい中、何事にも丁寧にご対応いただきました。

	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	大きな大会やこれまで海外派遣を経験している選手は、心にゆとりがあったように思いました。チーム内で特に体調が悪くなる選手がいなかったのは幸いなことですが、海中にクラゲが大量に発生しており、複数名刺された選手がおり、経過観察と専用の薬の湿布をしました。どの選手も大事に至らずよかったです。

	サポーターとして気をつけたことは？
	コーチや監督の伝達事項がきちんと全員に伝わるようにすること。

チーム内の役員との連携が図れるようにすること。

この他には、できる限り選手と一緒に行動して過ごし、いつもサポートできるように気を付けていました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	どの海外選手も、常にチームのメンバーと一緒に過ごし、コーチや監督、国代表など、チーム関係者の大人からサポートを受けていましたが、一年を通して選手に関わっているコーチやサポーターのいるチームとそうでないチームには、個々のサポートやコミュニケーションの取り方、チームとしてのまとまり方に違いがあるように感じました。

	日本の選手を見て感じたことは？

	既知のハーバー・海上ではありましたが、天候や海面の様子はむしろ同一と言えないほどの多様なコンディションの中、程よい緊張感を保つことが大変難しい状況でした。選手たちは自然と、海外選手との交流を楽しんだり、チームのメンバーと笑いあったり、簡単なゲームをするなど、それぞれが工夫しながら過ごしていたのが印象的です。

	Spare dayの過ごし方は？
	大会側の判断により、チームレースを行ったため、Spare dayはありませんでした。

Japanチームに関しては、早期到着後の8/21に、24名の選手がチャーター艇とセールの計測を終えた後、コーチや監督の提案により、翌日の半日をチームのリラックスデーとしてを過ごす機会がありました。結果的に、この数時間があったからこそ、長い大会期間を乗り切ることができたと思っています。

	日本チームとして
の課題はありましたか
	大会へ向けて、チームで集まる機会が無かったことを、大変残念に思っています。チームとしてもっとまとまることができれば、よりよいコンディションを引き出すことができたのではないか、より的確なサポートができたのではないかと感じる機会が多く、NT合宿以外にも機会を作って、日本チームとして合宿を行うことが必要だと思いました。

	ＪＯＤＡへの要望
	NT選手として、レベル向上のためだけでなく、意識向上やチームとの交流も含めた参加必須の合宿の機会をNT合宿以外にも設けることができないか、ご検討いただけたらと願います。また、今後、同様の人数で、同時期の夏休みにアジア選手権が開催されることがあれば、チャーター艇を今回よりも早く受け取って事前合宿が可能になるか、大会直前に全国から自艇でなくても開催地での練習に参加できるよう協力連携およびご支援を受けることができれば、よりまとまって大会に挑めるのではないかと思いました。

	その他
	今回のように、日本が開催国となる場合は、人手があって困ることはなく、むしろ地元や近隣のご父兄の方々のご負担が多くなってしまうことを考えると、アジア選手権に参加するというだけでなく、父兄のサポーターとして大会・運営の協力ができるよう、チーム内で体制を整えておくことが必要だと感じました。

	
	この度は、NT選手として派遣およびご支援をいただき、ありがとうございました。
大会運営を身近に見ることができたことは、海外の大会へ行くことでは経験できなかったことを一度に経験させていただいたと思っています。OP協会の関係者の方々の並々ならぬ努力の末に成り立っていることを改めて感じました。また、今大会の開催・運営が無事終了しましたのは、東日本の近隣にお住まいのご父兄・選手・クラブの関係者の皆様のご協力・ご理解の賜物と思っております。誠にありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

